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S&ulRose,BritainandSouth･E舶tAsia,
Ch&tto& WinduS,LondorL,1962,99.208.
イギ リスにおける東南アジアやその他国際問題研究

のひとつの中心は,オ ックスフォー ド大学の St.Ant

ony'sCollegeである｡著者はこのカレッジに属 し,

さきに南アジアにおける社会主義にかんする研究を公

刊 し,イギ リスにおける数少ない東南アジアを中心と

する国際問題の権威である｡

もともとイギ リスは東南アジアと深い関係をもった

が,漸次に東南アジアから後退 していった｡それとと

もに,東南アジア研究の中心はイギ リスやその他 ヨー

ロッパ諸国からアメリカに移っていった｡ しかし,磨

史的に東南アジアにおいてイギ リスのはたした役割が

大きいだけでな く,現実の東南アジアにおいてもなお

イギ リスのもつ顕在的あるいは潜在的な役菩胴ま決 して

軽視することができない｡著者が歴史的立場からして,

イギ リスと東南アジアとの関係をとらえた本書は,こ

の意味において,きわめて興味深い.

本書は4部からなる｡第 1部は ｢拡張｣と題されて

第 1次世界戦争までのイギ リス帝国の東南アジアにお

ける発展史である｡第 2部では,｢第 1次と第 2次戦争

との中間｣期におけるイギ リスと東南アジア諸国との

経済的 ･文化的 ･政治的結びつきがとりあげられる｡

とくに,シンガポールの戦術的価値論争に 1章があて

られる｡第 3部は ｢戦争と撤退｣であり,わが国の大

東亜新秩序をはじめとして,戦後のビ ルマ,マレー,

シンガポール,ボルネオ,その他インドネシア,フィ

リピン等の動きが,とくにイギ リスとの関係に視点を

おいて,解明されている｡第4部は ｢現 状 と展 望｣

で,援助と貿易,戦略と政治についてイギ リスと東南

アジアとの関係が述べられている｡

200ページあまりに,これだけの 問題が 圧縮されて

いるが,叙述はきわめて,淡々とした感 じである｡文

献資料もガッチリしている｡一読よくイギ リスと東南

アジアとの関係が理解される｡

ただ,なんとな くものたりないのは,イギ リスの立

場についての著者の分析なり主張なりが,どうもあま

いようだ｡ 150年前に ミン ト卿がラッフルズにすすめ

紹 介

た原理,すなわち HWbilewearehere,letusdo

allthegoodwecan."がなおイギ リスの 東南アジ

ア政策についてあるべきだとの著者の主張は,それが

イギ リス的表現であるかもしれないとしても,読者を

してなんとな く割りきれない思いにからしめはしない

だろうか｡ (本間 武)

LouiBJ.W&linsky,Economic Develop･

mentinBurma1951-1960,TheTwentieth

CenturyFund,New York,1962,xxviii

+680

著者 Walinskyは,1953年から1959年にかけて,

当時 ビルマ政府のため経済計画を樹立 していた Rob-

ertR.NathanAssociate,Inc.の現地 派遣団 の責

任者として,同時にビルマ政府経済顧問として,ビル

マに滞在,ビルマ経済計画の作成に従事 した｡そして

1961年再びビルマに渡 り,その後の資料をまとめて書

きあげたのが本書である｡

これは,後進国の経済発展の 1つの casestudyと

してビルマをとりあげたものであるが,本 書 の 特 徴

は,著者みずからが いうように, ≠本 研 究 が,いわ

ば,内側からなされたものであり, (一般の経済発展

の研究としては)例外的なものであるqことにあるO

それだけに資料としては,その作成に著者が関係の深

かった K.T.A.PreliminaryReportonEconomic

andEngineeringSurveyofBurmaforBurma

EconomicCouncil,1952,K.T.A.Comprehensive

Report,EconomicandEngineeringDevelopment

ofBurma,1953および年 刊の EconomicSurvey

ofBurmaを主要資料として縦横に駆使 した だ けで

な く,非常に広汎に政府の調査や統計を利用すること

に成功 している｡

この意味でビルマが経済計画化にのりだした1951年

以降,1960年に至る間の最も詳細な経済計画とその実

績にかんする説明書である｡ この期間の経済発展にか

んする叙述としてほ,本書ほどまとまった もの は な

い｡なにしろ,660ページに わた って,ギ ッシリとデ

ータがつまっているのだから｡

しか し,その反面,経済理論的分析については,ど
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うも弱いようだ｡また casestudyであるに もか か

わらず,他の後進国の経済発展についての比較的考察

が全然払われていない｡さらにまた,本書執筆にあた

って,あるビルマの前 閣 僚が,HMakeyourbook

reallycritical.On一yinthiswayyoucanhelp.''

といわれたのにもかかわらず, あまり criticalで な

い｡とくに政府統計の信頼性にかんする吟味がなされ

ていない｡

だから,この10ヵ年のビルマの経済発展にかんする

資料集ともいうべきである,パイ教授の研究にくらべ

ると,まったく無味乾燥な読みずらい本である｡しか

し,この点に本書の長所があるといえよう｡少なくと

もビルマの経済発展にかんする研究のためには,必ず

読破され,しかもその資料が十分に利用されつ くされ

なければならない文献である｡この意味で,1962年度

のビルマにかんする出版物として,パイ教授のそれと

相ならんで2つの重要なものだといえよう｡

(本間 武)

LucianW.Pye,Politics,Personality

andNationBtlilding,Btlrma′sSearch

for∫dentity,NewHavenandLondon,
YaletJniverSityPreSS,1962,xx十307.

ビルマ研 究に かんする最近の業績として,MIT

のパイ教授の本書は,まさしく白眉のものであると

思われる｡政治学専攻でない評者として,軽々しく

本書を批評することがで きない｡ しかし, わ たくL

は,そのビルマの政治過程なりビルマ人の性格を分析

するあたりを読みながら思わず膝をたたかざるをえな

いのであった｡

パイ教授は,かってマラヤのゲ リラ戦にかんする興

味ある分析を著わされて著名であるが,教授が1958-

59年,ちようどビルマの第一次軍部独裁のころ滞在,

広般なインタービューをもととし,心理学 ･文化人類

学 ･社会学および政治学の理論と方法とを巧みに駆使

して,ビルマの政治 ･性格および国家建設をとりあつ

かったのが 本 書 である｡ これ は,MITの Center

forlnternationalStudiesの研究成果として刊行さ

れている｡

本書は7編からなる｡まず国家建設の分析の理論お

よび方法の概説からはじまる｡つぎにビルマの伝統的

秩序とその変貌｡これをうけて,ビルマの政治におけ

る精神と計算｡さらにビルマの社会分析｡この2編の

総合としての政治的集積過程と変化-の反動｡最後に

新 しいビルマの展望となるO

問題の焦点は,非西欧的 ･伝統的な社会が近代的な

国家を建設するにあたっての諸問題をビルマを事例と

して分析することにある｡

もちろん本書は多 くの問題をかかえていて,簡単に

批評することはできない｡ただひとつわたくLに最も

印象的だった点だけをあげよう｡それは著者のビルマ

鶴,あるいはビ ルマ人についての理解が,少なくとも

ファーニパル以来の伝統的な考え方とは,いちじるし

く異なっている点である｡いいかえると,ビルマの,

あらゆる面での二元性をきわめて率直に,明快に指摘

している点であるOあるビルマ研究の若い婦人- 彼

女のビルマ観が主として文献ではぐくまれた- がわ

たくLに語ったことをつけ加えておきたい｡彼女は,

本書の校正刷をビルマに渡るまえに通読したOそのと

き,ことごとに反覆の念をおさえることができなかっ

た｡ところが,ビルマに1年あまり滞在 し,実際にビ

ルマの社会に接したところ,パイ教授のいっているこ

とも当然だと思うようになったと｡これは,まったく

の挿話にすぎないが,本書はあまりにも率直に分析さ

れてあるだけに,読者をして同感と反摸,さまざまの

気持をいだかせる｡

ビルマ政治の専門家でな くても,またその専門がな

にであろうと,ビルマに関心を いだ く読 者にとって

は,きわめて興味深い,また挑寝的な著作であるoわ

たくLはビルマの参考文献として,ぜひ一読をすすめ

たいと思う｡ (本岡 武)

cliffordGeertz,皿 eReligionofJ&vA.

Glencoe,TheFreePreささ,196099.386

シカゴ大学に,新興国の研究というプロジェク トが

ある｡著者の Geertzは,その directorであり,近

午,インドネシアに関する多 くの秀れた研究を発表 し

ている人類学者である｡ジャワ全体の社会構造に関す

る彼の見解は,インドネシアの政治史学者 HarryJ･

Bendaや社会学者 W.F.Wertheim によって,高

く評価されているが,その基本構想が,この書物で詳

細に展開されている｡従って, ｢ジャワの宗教｣とい

う書名は,必ず しも,この書物の内容を適確に伝える

ものではない｡
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